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ニューヨーク５番街トランプタワー

ト
ラ
ン
プ
２
・
０
に
負
け
な
い
企
業

防
衛
や
イ
ン
ド
関
連
銘
柄

暗
黒
世
界
で
生
き
残
れ
！

　

米
国
大
統
領
選
挙
で
ト
ラ
ン
プ
元
大
統
領
の
復
帰
確
定
直
後
は
「
ト

ラ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
閣
僚
人
事

が
進
む
に
つ
れ
て
米
国
以
外
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
「
ト
ラ
ン
プ
リ
ス

ク
」
へ
の
不
安
が
増
大
し
て
い
る
。
米
国
国
民
に
と
っ
て
来
年
１
月

に
発
足
す
る
ト
ラ
ン
プ
２
・
０
政
権
は
手
段
を
選
ば
な
い
景
気
刺
激

策
で
米
国
が
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
に
な
る
期
待
を
描
い
て
い
る
が
、
そ

れ
以
外
の
国
に
と
っ
て
は
「
デ
ス
ト
ピ
ア
」
へ
の
不
安
が
高
ま
る
。

そ
ん
な
暗
黒
世
界
で
も
生
き
残
る
銘
柄
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
た
。

  

ト
ラ
ン
プ
１
・
０
政

権
で
は
各
国
と
協
調
を

と
れ
る
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
閣
僚
を
配
置
し
て

い
て
た
が
、
２
・
０
政

権
で
は
有
力
視
さ
れ
て

い
た
共
和
党

内
の
候
補
者

が
相
次
ぎ
辞

退
を
表
明
し

た
と
言
わ
れ

て
お
り
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
支

援
反
対
派
や

化
石
燃
料
推

進
派
、
ワ
ク

チ
ン
否
定
派

な
ど
が
閣
僚

に
就
任
、
米

国
以
外

の
国
に

と
っ
て

は
デ
ス
ト
ピ
ア
（
暗
黒

世
界
）
に
な
る
不
安
が

高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
中
で
も
業
績
を

伸
ば
せ
る
企
業
へ
の
物

色
意
欲
が
高
ま
ろ
う
。

　

ト
ラ
ン
プ
２
・
０
政

権
で
は
駐
留
米
軍
の
縮

小
や
費
用
増
へ
の
要
求

が
高
ま
ろ
う
。
そ
の
意

味
で
は
自
国
の
軍
事
力

増
強
は
待
っ
た
な
し
で

あ
り
、
三
菱
重
工
業
（
７

０
１
１
）
、
川
崎
重
工

業
（
７
０
１
２
）
、
Ｉ
Ｈ

Ｉ
（
７
０
１
３
）
な
ど

の
防
衛
関
連
は
や
は
り

需
要
度
が
高
ま
る
こ
と

に
な
る
。
日
本
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
は
ト
ヨ
タ

自
動
車
（
７
２
０
３
）

な
ど
米
国
の
依
存
度
が

高
い
こ
と
が
不
安
要
素

だ
が
、
ス
ズ
キ
（
７
２

６
９
）
の
主
戦
場
は
イ

ン
ド
を
中
心
と
す
る
ア

ジ
ア
で
あ
り
、
ト
ラ
ン

プ
２
・
０
政
権
で
外
資

企
業
へ
の
圧
力
が
高
ま

っ
て
も
影
響
は
な
い
。

イ
ン
ド
に
つ
い
て
は
２

０
３
６
年
夏
季
五
輪
の

開
催
地
と
し
て
立
候
補

す
る
意
向
も
示
し
て
お

り
、
イ
ン
ド
で
高
シ
ェ

ア
を
誇
る
関
西
ペ
イ
ン

ト
（
４
６
１
３
）
や
高

度
な
省
エ
ネ
で
ア
ジ
ア

地
域
で
販
売
を
伸
ば
す

ダ
イ
キ
ン
工
業
（
６
３

６
７
）
も
米
国
か
ら
の

外
圧
が
高
ま
っ
て
も
成

長
を
続
け
る
こ
と
は
可

能
だ
ろ
う
。
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11
月
第
３
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

引き続きＡＩ半導体・ＤＣ関連

　

前
週
の
東
京
市
場
は
続
落
し
ま
し
た
。
日
経

平
均
は
前
の
週
か
ら
３
５
９
円
下
落
し
て
い

ま
す
。
米
国
株
安
や
円
安
一
服
を
嫌
気
し
て
週

初
に
大
幅
に
下
落
し
た
あ
と
は
、
様
子
見
ム
ー

ド
が
強
く
薄
商
い
に
方
向
感
に
欠
け
る
展
開

で
、
エ
ヌ
ビ

デ
ィ
ア
の
決
算
自
体
は
予

想
を
上
回
っ

た
も
の
の
、
時
間
外
で
株

価
が
下
落
し

た
こ
と
を
受
け
、
２
１
日

に
は
３
万
８

０
０
０
円
を
割
り
込
む
場

面
が
あ
り
ま

し
た
。
た
だ
、
米
国
株
市
場

で
エ
ヌ
ビ
デ

ィ
ア
が
上
昇
し
て
引
け
た

こ
と
か
ら
、

週
末
は
反
発
に
転
じ
て
お

り
下
値
の
堅

さ
も
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ン
プ
新
政

権
の
関
税
政
策
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
な
ど
は

不
透
明
要
因
な
が
ら
、
年

末
商
戦
を
控
え
米

国
株
は
堅
調
展
開
が
予
想

さ
れ
、
全
般
は
底

堅
く
推
移
し
そ
う
で
す
。

半
導
体
メ
モ
リ
ー

大
手
キ
オ
ク
シ
ア
の
上
場

が
伝
わ
っ
た
こ
と

か
ら
も
、

引
き
続
き
Ａ
Ｉ
半
導
体
・
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
関
連
に
加
え
、
動

き
が
良
く
な
っ
て
き
た
テ

ー
マ
に
乗
る
中
小
型
株
も

狙
う
考
え
で
す
。 

花
咲 

翁

今３月上方修正引き続き好感

古河電工連続Ｓ高古河電工の日足チャート

　

週
明
け

１
１
日
、

古
河
電
気

工
業
（
５

８
０
１
）

が
連
続
ス

ト
ッ
プ
高
。

２
５
年
３

月
期
の
業

績
予
想
に

つ
い
て
、

連
結
営
業

利
益
で
２

５
０
億
円

か
ら
３
８
０
億
円
（
前

期
比
３
・
４
倍
）
へ
上

方
修
正
し
た
こ
と
が
引

き
続
き
好
感
さ
れ
た
。

自
動
車
部
品
が
安
定
受

注
を
背
景
に
生
産
性
の

改
善
が
進
み
、
機
能
製

品
は
デ
ー
タ
セ
ン
タ
関

連
製
品
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

イ
ン
フ
ラ
事
業
に
お
け

る
国
内
超
高
圧
・
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
・
機
能
線
の
売
上
増

が
寄
与
し
て
い
る
。

 

高
砂
香
料
Ｓ
高
で
最
高
値

　

高
砂
香
料
工
業
（
４

９
１
４
）
が
ス
ト
ッ
プ

高
で
上
場
来
高
値
更
新
。

２
５
年
３
月
期
通
期
予

想
に
つ
い
て
、
売
上
高

を
２
０
５
０
億
円
か
ら

２
２
０
０
億
円
（
前
期

比
１
２
・
３
％
増
）
、

営
業
利
益
を
４
０
億
円

か
ら
１
０
０
億
円
（
同

４
・
３
倍
）
へ
大
幅
に

上
方
修
正
し
た
。
フ
ァ

イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
が
国
内

外
で
伸
び
、
ア
ロ
マ
イ

ン
グ
リ
デ
ィ
エ
ン
ツ
事

業
の
製
品
構
成
最
適
化

効
果
も
表
面
化
。
年
間

配
当
を
８
０
円
か
ら
１

６
０
円
（
前
期
７
０
円
）

へ
大
幅
に
引
き
上
げ
た
。

アンビス18％営業減益

 

 

　

ア
ン
ビ
ス
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
７
０
７
１
）
が

ス
ト
ッ
プ
安
。
２

５
年
９
月
期
の
業

績
予
想
で
連
結
営

業
利
益
で
前
期
比

１
８
・
７
％
減
の
８
６

億
２
７
０
０
万
円
と
２

ケ
タ
減
益
に
な
る
こ
と

が
引
き
続
き
嫌
気
さ
れ

た
。
東
日
本
と
西
日
本

を
含
む
広
範
な
地
域
で

開
設
を
加
速
さ
せ
る
こ

と
で
コ
ス
ト
増
を
懸
念
。

半
導
体
ト
ラ
ン
プ
人
事
懸
念

　

１
２
日
、
レ
ー
ザ
ー
テ

ッ
ク
（
６
９
２
０
）や
東

京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
（
８
０

３
５
）な
ど
半
導
体
製
造

の
主
力
銘
柄
が
後
場
か

ら
値
を
崩
し
た
。ト
ラ
ン

プ
次
期
米
大
統
領
が
共

和
党
の
マ
ル
コ
・
ル
ビ

オ
上
院
議
員
を
国
務
長

官
に
起
用
す
る
見
通
し

と
報
じ
ら
れ
た
こ
と
を

嫌
気
。
最
終
候
補
の
中
か

ら
最
も
強
硬
派
を
選
ん

だ
格
好
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
半
導
体
関
連
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
た
。

カ
ヤ
バ
自
社
株
買
い
分
割

　

カ
ヤ
バ
（
７
２
４
２
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
１
１
日

取
引
終
了
後
、
上
限
４
６

０
万
株
（
発
行
済
株
式
総

数
に
対
す
る
割
合
１
８
・

４
％
）
ま
た
は
２
０
０
億

円
の
自
己
株
式
取
得
枠

の
設
定
を
発
表
し
た
。
同

時
に
１
２
月
２
日
を
基

準
日
と
し
て
１
対
２
の

株
式
分
割
も
行
う
。

メ
デ
ィ
シ
ノ
バ
訴
訟
和
解

　

メ
デ
ィ
シ
ノ
バ
・
イ

ン
ク
（
４
８
７
５
）が
急

伸
。
Ｓ
ａ
ｎ
ｏ
ｆ
ｉ
社
が

Ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｓ
社

に
提
起
し
て
い
た
遺
伝

子
治
療
薬
の
特
許
侵
害

訴
訟
に
つ
い
て
、
両
社
間

で
和
解
が
成
立
し
た
と

発
表
し
た
。
今
回
の
訴
訟

の
和
解
に
は
、
Ｓ
ａ
ｎ
ｏ

ｆ
ｉ
社
が
保
有
す
る
特

許
に
加
え
、
同
社
子
会
社

が
Ｓ
ａ
ｎ
ｏ
ｆ
ｉ
社
の

子
会
社
に
導
出
し
た
特

許
も
含
ま
れ
、
同
社
は
一

定
の
損
害
賠
償
金
を
受

け
取
る
権
利
を
有
す
る
。

７
＆
ｉ
Ｈ
Ｄ
創
業
家
の
Ｍ
Ｂ
Ｏ

 
 

　

１
３
日
、
セ
ブ
ン
＆

ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
３
３
８
２
）
が

急
伸
。
海
外
報
道
で
同

社
創
業
家
と
伊
藤
忠
商

事
（
８
０
０
１
）
の
出

資
、
銀
行
融
資
に
よ
る

Ｍ
Ｂ
Ｏ
で
非
公
開
化
を

検
討
し
て
い
る
と
伝
わ

っ
た
。
同
社
は
カ
ナ
ダ

の
ア
リ
マ
ン
タ
シ
ォ

ン
・
ク
シ
ュ
タ
ー
ル
が

総
額
７
兆
円
で
買
収
を

提
案
。
会
社
側
は
買
収

に
関
す
る
法
的
拘
束
力

の
な
い
非
公
表
の
提
案

を
受
け
た
と
し
て
い
る
。
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東
エ
レ
ク
が
４
日
連
騰

76
％
増
益
で
増
配
、
自
社
株
買
い

東エレクの
　 日足チャート

 
 

 

　

１
３
日
、
東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
（
８
０
３
５
）

が
大
幅
に
４
日
続
伸
。

２
５
年
３
月
期
の
第
２

四
半
期
累
計
決
算
は
、

連
結
営
業
利
益
で
前
年

同
期
比
７
５
・
８
％
増

の
３
１
３
９
億
４
０
０

万
円
と
大
幅
な
増
益
で

着
地
、
２
Ｑ
末
配
当
を

２
３
７
円
か
ら
２
６
５

円
（
前
年
同
期
１
４
８

円
）
に
引
き
上
げ
た
。

同
時
に
自
己
株
式
取
得

枠
を
設
定
表
、
上
限
３

５
０
万
株
（
発
行
済
株

式
総
数
に
対
す
る
割
合 

０
・
８
％
）
ま
た
は
７

０
０
億
円
で
、
取
得
期

間
は
１
１
月
１
３
日
～

２
５
年
１
月
３
１
日
。

Ｓ
Ｂ
Ｇ
朝
高
の
あ
と
反
落

　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル

ー
プ
（
９
９
８
４
）
が

朝
高
の
あ
と
反
落
。
２

５
年
３
月
期
の
第
２
四

半
期
累
計
決
算
は
、
連

結
中
間
利
益
で
１
兆
２

３
７
３
億
６
６
０
０
万

円
（
前
年
同
期
１
兆
１

０
５
１
億
５
３
０
０
万

円
の
赤
字
）
と
黒
字
転

換
し
た
。
ア
リ
バ
バ
株

式
と
Ｔ
モ
バ
イ
ル
株
式

の
投
資
利
益
を
そ
れ
ぞ

れ
１
兆
２
８
０
１
億
円
、

５
６
６
２
億
円
計
上
。

た
だ
、
当
面
の
利
益
確

定
売
り
や
戻
り
売
り
が

優
勢
に
な
っ
た
。

サンウェルズＳ安最安値
　

１
４
日
、
サ

ン
ウ
ェ
ル
ズ

（
９
２
２
９
）

が
ス
ト
ッ
プ
安

で
上
場
来
安
値

を
更
新
。
半
期

報
告
書
の
提
出

期
限
延
長
承
認

申
請
書
を
提
出

す
る
と
発
表
し

た
こ
と
を
受
け
、

経
営
へ
の
不
透

明
感
が
さ
ら
に

強
ま
っ
た
。
一

部
報
道
で
不
正

に
診
療
報
酬
請

求
を
し
て
い
た
と
の
指

摘
を
受
け
、
特
別
調
査

委
員
会
を
設
置
し
て
調

査
を
行
っ
て
い
る
が
、

期
限
ま
で
に
調
査
が
完

了
し
な
い
も
よ
う
。
９

円
を
予
定
し
て
い
た
中

間
配
当
を
無
配
、
期
末

配
当
を
未
定
に
し
た
。

Ｌ
ド
リ
ン
ク
増
益
転
換

　
　

ラ
イ
フ
ド
リ
ン
ク 

カ

ン
パ
ニ
ー
（
２
５
８
５
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
２
５

年
３
月
期
第
２
四
半
期

累
計
の
連
結
決
算
は
、

売
上
高
の
２
４
０
億
８

７
０
０
万
円
（
前
年
同

期
比
１
７
・
７
％
増
）
、

最
終
利
益
２
０
億
８
３

０
０
万
円
（
同
５
．
６

％
増
）
で
着
地
、
第
１

四
半
期
の
２
ケ
タ
最
終

減
益
か
ら
増
益
に
転
じ

た
。
生
産
性
改
善
に
加

え
値
上
げ
効
果
も
。
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転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 中小型株に注目

日々勇太朗

　先週の東京株式市場は続落しまし
た。ただし、週間の日経平均の上下
幅は６１４円幅と小幅な値動きでし
た。１８日に２００日線を割り込み、
リバウンドしても３万８５００円台
が戻り売りの壁のようになりました。
　日経平均は５週、１３週、２６週
線が下向きに転じており、３万８５
００円以上を取れないと調整度合い
が厳しくなると考えねばなりません。
来週から師走相場となりますが、６カ月
線も下方転換しだしており、過度な期待
を持たない方が良いかもしれません。
　現在、３市場で一番強いのはグロース
市場です。グロース指数は５日、２５日、
７５日線を上回って推移しています。一
方、プライム指数は７５日線は上回って
いますが、１１月１２日を高値に５日、

２５日線割れまで調整して
おり、大型株から中小型株
へと視点を変える必要があ
りそうです。

青山商事が続騰
増配、自社株買い、増額

青山商事の日足チャート

　

１
４
日
、

青
山
商
事

（
８
２
１

９
）
が
前

日
の
ス
ト

ッ
プ
高
に

続
い
て
値

を
飛
ば
し

た
。
配
当

方
針
を
下

限
６
０
円
、

配
当
性
向

４
０
％
か
ら
配
当
性
向

７
０
％
も
し
く
は
Ｄ
Ｏ

Ｅ
３
％
の
い
ず
れ
か
高

い
方
を
採
用
す
る
と
発

表
、
２
５
年
３
月
期
年

間
配
当
を
６
１
円
か
ら

１
２
７
円
（
前
期
６
５

円
）
へ
大
幅
に
引
き
上

げ
た
。
併
せ
て
発
行
株

の
２
・
９
８
％
の
１
５

０
万
株
、
３
０
億
円
を

上
限
と
す
る
自
社
株
買

い
、
２
５
年
３
月
期
の

連
結
営
業
利
益
を
８
５

億
円
か
ら
９
７
億
円

（
前
期
比
２
４
・
７
％

増
）
へ
上
方
修
正
し
た
。

か
ん
ぽ
増
額
自
社
株
買
い

 
 

 
 

　

週
末
１
５
日
、
か
ん

ぽ
生
命
保
険
（
７
１
８

１
）
が
大
幅
反
発
。
２

５
年
３
月
期
の
業
績
予

想
に
つ
い
て
、
連
結
経

常
収
支
で
５
兆
９
６
０

０
億
円
か
ら
６
兆
１
３

０
０
億
円
（
前
期
比
９
・

１
％
減
）
、
経
常
利
益

で
２
０
０
０
億
円
か
ら

２
２
０
０
億
円
（
同
３

６
．
５
％
増
）
へ
上
方

修
正
し
た
。
運
用
環
境

好
転
で
資
産
運
用
収
益

が
増
加
す
る
。
同
時
に

上
限
３
０
０
０
万
株

（
発
行
済
株
式
総
数
の

７
・
８
％
）
、
３
５
０

億
円
の
自
己
株
式
取
得

枠
の
設
定
を
発
表
し
た
。

み
ず
ほ
Ｆ
Ｇ
大
幅
続
伸

　

み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ

ャ
ル
グ
ル
ー
プ
（
８
４

１
１
）
が
大
幅
続
伸
。

２
５
年
３
月
期
通
期
の

最
終
利
益
予
想
を
７
５

０
０
億
円
か
ら
８
２
０

０
億
円
（
前
期
比
２
０
・

８
％
増
）
に
上
方
修
正

し
、
年
間
配
当
１
１
５

円
か
ら
１
３
０
円
に
引

き
上
げ
た
。
併
せ
て
、

発
行
済
み
株
式
数
の

１
・
９
％
に
当
た
る
５

０
０
０
万
株
、
１
０
０

０
億
円
を
上
限
と
す
る

自
社
株
取
得
枠
を
設
定

し
た
。

電
通
G
ス
ト
ッ
プ
安

　

電
通
グ
ル
ー
プ
（
４

３
２
４
）
が
ス
ト
ッ
プ

安
。
２
５
年
３
月
期
の

連
結
業
績
予
想
に
つ
い

て
営
業
利
益
で
１
０
７

１
億
円
か
ら
９
２
０
億

円
（
同
２
・
０
３
倍
）

へ
下
方
修
正
し
た
。
Ｃ

Ｘ
Ｍ
（
顧
客
体
験
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
）
領
域
の
事

業
が
想
定
を
下
回
っ
た
。

薬品大手が軒並み安
　

週
明
け
１
８
日
、

エ
ー
ザ
イ
（
４
５

２
３
）
、
武
田
薬

品
工
業
（
４
２
０

２
）
の
薬
品
大
手

が
売
ら
れ
た
。
ト

ラ
ン
プ
次
期
大
統

領
が
ワ
ク
チ
ン
懐
疑
派

の
ロ
バ
ー
ト
・
ケ
ネ
デ

ィ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏
を
厚

生
長
官
に
指
名
し
た
こ

と
で
Ｎ
Ｙ
市
場
で
フ
ァ

イ
ザ
ー
や
モ
デ
ル
ナ
が

急
落
、
米
国
で
の
新
薬

ビ
ジ
ネ
ス
が
苦
境
に
立

た
さ
れ
る
と
の
不
安
が

高
ま
っ
た
。

リ
ベ
ル
タ
は
業
務
提
携

　

リ
ベ
ル
タ
（
４
９
３

５
）
が
連
続
ス
ト
ッ
プ
高
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｉ

Ｒ
Ｅ
社
と
業
務
提
携
が

引
き
続
き
好
感
さ
れ
た
。 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
の

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｃ
Ａ

Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
」
の
起

案
者
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

オ
ー
ナ
ー
）
を
同
社
に

送
客
・
紹
介
す
る
。

アップル大幅上方修正
　

ア
ッ
プ
ル
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

（
２
７
８
８
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
。
２
４

年
１
２
月
期
の
業

績
予
想
に
つ
い
て
、

連
結
売
上
高
で
３

６
９
億
７
１
０
０
万
円

か
ら
４
１
７
億
９
４
０

０
万
円
（
前
期
比
３
５
・

９
％
増
）
、
経
常
利
益
で

１
２
億
１
４
０
０
万
円

か
ら
１
５
億
１
２
０
０

万
円
（
同
３
７
・
７
％
増
）

へ
大
幅
に
上
方
修
正
し

た
。
中
古
車
輸
出
が
好

調
で
、
為
替
が
想
定
以

上
に
円
安
基
調
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
要
因
。
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第２四半期４３％営業増益
２７年３月期売上高５００億円目指す

日
本
精
線

（
５
６
５
９
） Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
貢
献

日本精線の日足チャート

　日本精線（５６５９）はステンレス鋼線の
トップメーカーで、ナスロン ®（金属繊維）
などの高機能製品や高合金ワイヤなどの独自
製品を供給している。
　太陽光発電パネルなどの製造プロセスで使
用される極細線に対する需要の強さは継続し、
ステンレス鋼線の販売量や半導体関連業界向
け超精密ガスフィルター（ＮＡＳｃｌｅａｎ
®）の受注も底堅く推移するとともに、工場部
門での原価低減の取り組みも奏功し２５年３
月期第２四半期累計（４月～９月）の連結売
上高で２３３億７１００万円（前年同期比７．
４％増）、営業利益で２３億１８００万円（同
４２．７％増）、純利益で１６億９００万円（同
３１．８％増）と大幅な増益を達成。通期予

想の売上高４７７
億円（前期比６．
６％増）、営業利益

４９億円（同
３８．５％増）、
純利益３４億
３０００万円
（同３２．
３％増）

達成へ向けて順調に推移している。
　第６次中期経営計画（ＮＳＧ２６）
では目標最終年度の２７年３月期に売
上高５００億円を目指す。サステナビ
リティ成長分野へ高機能・独自製品を
積極展開し、極細線の細径化で太陽光
発電パネルの発電効率向上に貢献し、
高機能極細線では電子部品の高性能化
に貢献。半導体の製造装置に組み込ま
れる超精密ガスフィルター（ＮＡＳｃ
ｌｅａｎ
®）など高
機能・独
自製品の
拡販を通
じＳＤＧ
ｓへ貢献
していく。

 カ
ド
カ
ワ
が
ス
ト
ッ
プ
高

ソ
ニ
ー
に
よ
る
買
収
協
議
報
道

ＫＡＤＯＫＡＷＡ
　　　の日足チャート

 
 

 
 

　

１
９
日
、
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ

Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
９
４
６
８
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
「
ソ

ニ
ー
（
６
７
５
８
）
が

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
買

収
へ
向
け
協
議
を
し
て

い
る
」
と
ロ
イ
タ
ー
が

報
じ
た
こ
と
が
材
料
視

さ
れ
た
。
２
人
の
関
係

者
が
明
ら
か
に
し
た
と

し
、
交
渉
が
成
立
す
れ

ば
数
週
間
以
内
に
契
約

に
な
る
と
報
じ
て
い
る
。

大
手
金
融
は
長
期
金
利
上
昇

 

　

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ

（
８
３
０
６
）
な
ど
メ

ガ
バ
ン
ク
や
第
一
生
命

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
８
７
５
０
）
は
じ
め

生
保
な
ど
大
手
金
融
株

が
堅
調
。
堅
調
な
経
済

指
標
が
相
次
ぎ
米
長
期

金
利
が
一
時
４
・
５
％

台
、
国
内
で
も
新
発
１

０
年
債
利
回
り
が
１
・

０
８
０
％
ま
で
上
昇
す

る
な
ど
、
国
内
外
で
長

期
金
利
が
水
準
を
切
り

上
げ
て
お
り
、
運
用
環

境
の
改
善
に
伴
う
利
ザ

ヤ
拡
大
を
期
待
し
た
買

い
が
広
が
っ
た
。

ＤＷＴＩ臨床結果好感　

デ
・
ウ
エ
ス
タ

ン
・
セ
ラ
ピ
て
ク

ス
研
究
所
（
４
５

７
６
）
が
急
反
発
、

ス
ト
ッ
プ
高
ま
で

買
わ
れ
た
。
１
８

日
の
取
引
終
了
後
、

緑
内
障
・
高
眼
圧
症
患

者
に
お
け
る
眼
圧
上
昇

の
治
療
を
目
的
と
し
た

「
Ｈ―

１
３
３
７
」
の
後

期
第
Ⅱ
相
臨
床
試
験
主

要
結
果
を
発
表
、
有
効

性
に
つ
い
て
は
、
Ｈ―

１

３
３
７
の
３
つ
の
用
量

は
す
べ
て
、
臨
床
的
及

び
統
計
学
的
に
有
意
に

眼
圧
を
最
大
３
０
％
低

下
さ
せ
、
第
Ⅲ
相
臨
床

試 

験
へ
進
め
ら
れ
る
と

し
て
い
る
。

東京海上は出尽くし

 
 

 
 

　

２
０
日
、
東

京
海
上
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス

（
８
７
６
６
）

が
大
幅
反
落
。

１
９
日
の
取
引

終
了
後
、
２
５

年
３
月
期
の
第

２
四
半
期
累
計

決
算
を
発
表
、

連
結
経
常
利
益

で
前
年
同
期
比

３
・
４
倍
の
９

３
７
９
億
４
６
０
０
万

円
と
利
益
が
大
幅
に
増

加
、
年
間
配
当
を
１
５

９
円
か
ら
１
６
２
円
に

引
き
上
げ
た
が
、
好
決

算
は
想
定
さ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
材
料
出
尽
く

し
の
動
き
。
同
時
に
上

限
７
５
０
０
万
株
（
発

行
済
株
式
総
数
に
対
す

る
割
合
３
・
８
％
）
ま

た
は
１
２
０
０
億
円
の

自
己
株
式
取
得
枠
の
設

定
を
発
表
し
た
が
、
反

応
は
限
定
的
。

https://www.n-seisen.co.jp/
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連結売上高４７０億円目指す
第２四半期は２１．７％営業増益

営
業
網
を
最
大
限
活
用

英　

和

（
９
８
５
７
）

英和の日足チャート

　英和（９８５７）は工業用計測制御機器、
環境計測・分析機器、測定・検査機器、産業
機械の分野で、あらゆる産業のハイテク化に
貢献する技術総合商社で、単に「物を売る商
社」ではなく、「提案型セールスエンジニア企
業」へと変貌している。重点戦略である既存
顧客への深耕開発と成長ビジネスへの注力を
掲げ、デジタルトランスフォーメーション（Ｄ
Ｘ）、グリーントランスフォーメーション（Ｇ
Ｘ）、社会資本整備の３分野をテーマに、全国
展開した営業拠点網を最大限に活用。
　第２四半期累計（４～９月）決算では連結
売上高２０１億９５００万円（前年同期比５．
２％増）、営業利益１０億８７００万円（同２
１．７％増）、純利益８億２９００万円（同３

２．５％増）と大
幅な増益で着地し
た。防災・減災、

国土強靭化に関
連する特殊車両
に関する
受注は堅
調に推移。
化学業界

や電力業界向けに老朽化した生産設備
に付帯する更新需要や生産性向上を目
的とするデジタル技術を活用した投資
需要を取込んだ他、生産設備の高稼働
状況を背景に造船業界向け販売も増加。
　２５年３月期通期は連結売上高４４
０億円（前期比１．６％増）、営業利
益２３億５０００万円（同１．１％増）、
純利益１６億８０００万円（同０．７％
増）の従来予想を据え置き、中期３カ
年経営計
画では２
７年３月
期に連結
売上高で
４７０億
円を目指
す。

ＳＯＭＰＯＨＤ４連騰
上方修正、増配、自社株買い

ＳＯＭＰＯＨＤの日足チャート

　
２
０
日
、

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ

Ｏ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ

ス
（
８
６

３
０
）
が

大
幅
に
４

日
続
伸
。

２
５
年
３

月
期
の
第

２
四
半
期

累
計
決
算

は
、
連
結

経
常
利
益

で
前
年
同

期
比
９

１
・
４
％
増
の
３
４
６

６
億
４
１
０
０
万
円
と

な
っ
た
。
通
期
予
想
に

つ
い
て
は
３
２
億
円
か

ら
５
５
億
円
（
前
期
比

１
２
・
７
％
増
）
へ
上

方
修
正
、
期
末
配
当
を

５
６
円
か
ら
７
６
円

（
前
年
同
期
５
０
円
）

へ
引
き
上
げ
た
。
同
時

に
上
限
７
２
０
０
万
株

（
発
行
済
株
式
総
数
に

対
す
る
割
合
７
・
４
４

％
）
ま
た
は
１
５
５
０

億
円
の
自
己
株
式
取
得

枠
の
設
定
を
発
表
し
た
。

東
ガ
ス
は
エ
リ
オ
ッ
ト
保
有

 
 

 
 

　

東
京
ガ
ス
（
９
５
３

１
）
が
一
段
高
。
米
ヘ

ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
エ
リ

オ
ッ
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト

メ
ン
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
が
、
同
社
株
式
を

５
・
０
３
％
保
有
し
て

い
る
こ
と
が
大
量
保
有

報
告
書
で
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
が
思
惑
買
い

を
誘
っ
た
。
一
部
で
は

不
動
産
の
売
却
・
収
益

化
で
資
本
効
率
と
株
主

還
元
の
改
善
を
求
め
て

い
く
と
報
じ
て
い
る
。

半
導
体
Ｎ
Ｖ
Ｄ
Ａ
株
下
落

 
 

 
 

　

２
１
日
、
レ
ー
ザ
ー

テ
ッ
ク
（
６
９
２
０
）

や
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

（
８
０
３
５
）
、
ア
ド

バ
ン
テ
ス
ト
（
６
８
５

７
）
な
ど
半
導
体
製
造

の
主
力
銘
柄
が
売
ら
れ

た
。
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
の

８
～
１
０
月
期
決
算
は

売
上
高
が
１
・
９
倍
、

最
終
利
益
は
２
・
１
倍

と
と
も
に
過
去
最
高
と

な
っ
た
も
の
の
時
間
外

で
株
価
が
下
落
し
て
い

る
こ
と
が
重
石
に
な
っ

た
。
た
だ
、
エ
ヌ
ビ
デ

ィ
ア
株
の
下
げ
は
限
ら

れ
、
い
ず
れ
も
序
盤
の

大
幅
安
か
ら
持
ち
直
し

て
引
け
て
い
る
。

リ
ミ
ッ
ク
ス
大
幅
6
日
続
伸

 
 

 
 

 

　

リ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
イ
ン

ト
（
３
８
２
５
）
が
大

幅
に
６
日
続
伸
。
ト
ラ

ン
プ
米
次
期
政
権
に
よ

る
仮
想
通
貨
推
進
へ
の

期
待
か
ら
、
ビ
ッ
ト
コ

イ
ン
価
格
が
１
Ｂ
Ｔ
Ｃ

＝
９
万
６
０
０
０
ド
ル

を
突
破
し
最
高
値
を
更

新
、
関
連
銘
柄
に
人
気

が
広
が
る
な
か
、
こ
の

日
、
総
額
５
億
円
分
の

仮
想
通
貨
の
追
加
購
入

を
完
了
し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
こ
と
で
買

い
気
が
強
ま
っ
た
。

https://www.eiwa-net.co.jp/index.php
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ナカバヤシ

2Ｑ黒字浮上で計画超過
図書館新規案件や値上げ効果も

湖北工業

第3四半期３８％営業増益
光アイソレータや光フィルタが急増

　ナカバヤシ（７９８７）の２５年３月期の
第２四半期決算は、連結売上高で従来予想の
２８５億円に対して２９１億４７００万円（前
年同期比２．９％増）、営業利益で２億６００
０万円に対して４億４８００万円（前年同期
３億７１００万円の赤字）、純利益で２億２０
００万円に対して３億５６００万円（前年同
期比６２．９％増）と計画超で着地した。
　各種ＢＰＯサービスとＤＰＳ（データプリン
トサービス）は、受注案件の小口化が進んで
おり競争が激化しているが、製造部門合理化
の効果で原価率が改善し、図書館ソリューシ
ョン業務は公共図書館からの新規案件が寄与。
文具事務用品は、市販の紙製品や環境対応製
品及びＯＥＭ受注増や値上効果もあり堅調に
推移している。

　湖北工業（６５２４）の２４年１２月期第
３四半期累計の連結決算は、売上高１２１億
３７００万円（前年同期比１７．２％増）、営
業利益３１億７４００万円（同３８．３％増）、
最終利益２２億２４００万円（同２９．１％増）
と大幅増収増益で着地した。
　リード端子はＡＩサーバーを中心とするＩ
Ｔ需要の拡大や値上げ、歩留まりの向上など
により収益が改善、光部品・デバイスは光ア
イソレータや光フィルタの受注が急速に増え、
全社収益を牽引した。。
　通期は売上高１６３億７６００万円（前期
比２１．６％増）、営業利益４０億９８００万
円（同４５．７％増）、最終利益３０億４５０
０万円（同６０．８％増）と従来予想を据え
置いた。期末一括配当２３円を実施する。

エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
好
決
算
が
刺
激

電
線
株
買
い
進
ま
れ
る

住友電工の日足チャート

 
 

 

　

２
１
日
、
住
友
電
気

工
業
（
５
８
０
２
）
、

古
河
電
気
工
業
（
５
８

０
１
）
の
電
線
株
が
買

い
進
ま
れ
た
。
エ
ヌ
ビ

デ
ィ
ア
の
８
～
１
０
月

期
決
算
は
売
上
高
が

１
・
９
倍
、
最
終
利
益

は
２
・
１
倍
と
と
も
に

過
去
最
高
と
な
っ
た
こ

と
が
刺
激
材
料
に
な
っ

た
。
Ａ
Ｉ
用
の
次
世
代

半
導
体
の
ブ
ラ
ッ
ク
ウ

ェ
ル
が
新
型
サ
ー
バ
ー

に
組
み
入
れ
さ
れ
る
過

程
で
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

な
ど
の
部
品
が
大
量
に

使
用
さ
れ
る
可
能
性
が

高
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
拡
大
が
期
待
さ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
買
わ
れ

て
い
た
半
導
体
製
造
関

連
株
よ
り
新
鮮
味
が
あ

る
と
し
て
人
気
を
集
め

た
よ
う
だ
。

さくらネット上昇率上位

 
 

 
 

　

週
末
２
２
日
、

さ
く
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
（
３

７
７
８
）
が
急

伸
、
上
昇
率
上

位
に
つ
け
た
。

２
１
日
の
米
国

株
市
場
で
エ
ヌ

ビ
デ
ィ
ア
が
反

発
し
最
高
値
を

更
新
し
た
こ
と

を
受
け
て
、
生

成
Ａ
Ｉ
向
け
Ｇ

Ｐ
Ｕ
ク
ラ
ウ
ド

が
急
伸
し
て
い

る
同
社
株
へ
も

資
金
が
流
入
し
た
。

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
ス
ト
ッ
プ
高

　
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
（
５
０

３
５
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｋ
Ａ

Ｙ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
社
の
製
品
の

国
内
仕
入
れ
販
売
事
業

を
開
始
す
る
と
発
表
し

た
。
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
社
は

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

サ
ー
バ
ー
メ
ー
カ
ー
で
、

特
に
Ａ
Ｉ
用
高
性
能
サ

ー
バ
ー
を
得
意
と
し
、

ス
ト
レ
ー
ジ
サ
ー
バ
ー

や
エ
ッ
ジ
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
最
先
端
技

術
の
次
世
代
液
冷
ラ
ッ

ク
サ
ー
バ
ー
な
ど
幅
広

い
製
品
群
を
有
す
る
。

オ
ル
ト
プ
ラ
ス
稀
薄
化

 
 

　

オ
ル
ト
プ
ラ
ス
（
３

６
７
２
）
が
大
幅
反
落
。

第
三
者
割
当
に
よ
る
新

株
予
約
権
の
発
行
を
発

表
し
た
こ
と
で
、
潜
在

的
希
薄
化
を
懸
念
し
た

売
り
に
押
さ
れ
た
。

公
開
価
格
4.4
％
下
回
る

ガ
ー
デ
ン
の
初
値

 
 

 
 

 

　

ガ
ー
デ
ン
（
２
７
４

Ａ
）
が
東
証
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
市
場
に
新
規
上
場
、

公
開
価
格
３
２
０
０
円

を
４
・
４
％
下
回
る
３

２
０
０
円
で
初
値
を
つ

け
た
。
М
＆
Ａ
を
活
用

し
た
「
壱
角
家
」
や

「
山
下
本
気
う
ど
ん
」

な
ど
飲
食
事
業
を
行
う
。
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立花エレテック

中期経営計画推進に意欲
インド現法設立でグローバル化推進

通期２度目の上方修正
物件売却計画上回り収益改善策も

大和ハウス工業

2Ｑ２桁営業増益で着地
企業の一括導入増え販売効率も向上

日本トリム

第2四半期７６％営業増益
家庭用、工業用とも国内外で好調

新コスモス電機

　立花エレテック（８１５９）は２５年３月
期通期予想を連結売上高で２２８０億円から
２２００億円（前期比４．８％減）へ、営業
利益で１００億円から８４億円（同２２．０
％減）へ、純利益で７０億円から６５億円（同
２３．３％減）へ下方修正した。前期は過去
最高業績を達成しているが、今期については
その反動減を受けていることに加えて、景気
低迷を受けた中国での在庫積み上がりや原材
料価格や為替変動が想定以上になったことが
影響している。
　布山尚伸社長は「中国マーケットからのシ
フトが進むインドに現地法人を２５年１月に
設立。これに加えて効率化を進めるべくＤＸ
化も推進していく」とし２６年３月期を最終
年度とする中期経営計画「Ｎｅｗ　Ｃ．Ｃ．Ｊ
２２００」推進に意欲を見せた。

　日本トリム（６７８８）の２５年３月期の
第２四半期（４～９月）決算は、連結売上高
１１３億６１００万円（前年同期比８．７％
増）、営業利益１８億５６００万円（同１０．
１％増）、純利益１３億６００万円（同９．４％
増）と増収増益となった。
　整水器では健康経営を軸とした企業への一
括導入事例が増加し、スポーツ分野、美容分
野への展開で販売効率が向上。電解水透析は
６月開催の「第６９回日本透析医学会学術集
会・総会」での電解水透析関連の発表が９演
題となっており、研究進展で普及が期待され
る。
　通期は売上高２２８億円（前期比１１．７％
増）、営業利益３５億７０００万円（同１５．
９％増）、純利益２４億７０００万円（同１４．
９％増）と従来予想を据え置いている。

　新コスモス電機（６８２４）の２５年３月
期の第２四半期累計（４～９月）決算は、連
結売上高で２０２億１５００万円（前年同期
比１１．０％増）、営業利益で３３億７０００
万円（同７５．５％増）、純利益で２０億３３
００万円（同６７．３％増）大幅な増益となった。
　家庭用ガス警報器関連では国内市場向け都
市ガス用警報器や海外市場向け警報器用ガス
センサの販売が好調に推移、工業用定置式ガ
ス検知警報器関連では国内市場の自動車業界
向けガス検知警報器と海外市場のエレクトロ
ニクス業界向けガス検知警報器が好調に推移
している。
　通期は売上高４１６億６１００万円（前期
比８．１％増）、営業利益４１億円（同０．３
％増）、純利益２３億８０００万円（同１９．
６％減）の従来予想を据え置いた。

　大和ハウス工業（１９２５）の２５年３月
期第２四半期累計の連結決算は、売上高２兆
６５２６億２３００万円（前年同期比４．２
％増）、営業利益２３４６億５５００万円（同
２２．８％増）と増収大幅増益で着地、通期
予想について、売上高を５兆３５００億円か
ら５兆３７００億円（前期比３．２％増）、営
業利益を４３００億円から４４００億円（同
０％）に上方修正した。
　物流施設を中心に開発物件売却が計画を上
回り、各事業収益改善に向けた取組みも進捗、
収益上振れに伴い、期末配当を７５円から７
７円に引き上げ年間配当を１４７円（前期１
４３円）とした。今期２度目の上方修正上方
修正で、退職給付数理差異等償却額を除くと
実質２ケタ増益なるが「下期も一段の利益率
向上に取り組む」（芳井敬一社長）としている。
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２Ｑ引き続き最高業績
新プランで単価上昇、ＡＳＥＡＮ展開も

ステムセル研究所

今期２桁営業増益見込む
効率化、コスト削減、新製品開発に注力

大 森 屋

ＡＩ活用ｉＢｏｗの利用拡大
３Ｑは２４％増収１６％営業増益

ＤｍＭｉＸ

今１２月期２３％営業利益
既存・新規顧客向け業務受託堅調

ｅＷｅＬＬ

　大森屋（２９１７）の２５年９月期は、連
結売上高で１７２億５０００万円（前期比５．
８％増）、営業利益で３億円（同１１．２％増）、
純利益で１億８０００万円（同ほぼ変わらず）
と営業利益では二ケタ増益を見込んでいる。
　前期については原材料費や物流費、人件費
をはじめとするコスト増による利益面への影
響が深刻な状況となっていることから、これ
らに対応すべく家庭用海苔や業務用海苔およ
びふりかけなどのうち一部製品の価格改定を
実施。
　価格改定が順調に推移したことから家庭用
海苔や進物品に加えて、業務用海苔について
は、価格改定効果により堅調に推移し、おに
ぎりなどの需要も増加している。今後も生産
活動の効率化やコスト削減を強力に推し進め、
新製品の開発に注力していく方針。

　ダイレクトマーケティングミックス（７３
５４））は２４年１２月期の通期予想を連結売
上収益では２１０億円（前期比２１．８％減）
を据え置いたが、営業利益で１２億円～１５
億円から１５億円（同２２．９％増）へ、純
利益で７億円～９億円から８億８０００万円
（同２．８倍）へ修正した。
　連結子会社が保有する一部の採算性の低い
拠点の撤退にかかる費用の金額と発生時期な
どに幅が認められるため、業績予想をレンジ
形式で開示していたが、営業利益が当初想定
よりも好調に推移したことに加えて、一部の
採算性の低い拠点の撤退に伴う固定資産の減
損にかかる損失計上額が確定したことが影響
した。マーケティング事業では既存顧客や新
規顧客へ向けたアウトバウンド／ハイブリッ
ドの業務受託が堅調に推移している。

　ステムセル研究所（７０９６）の２５年３
月期第２四半期累計の単体決算は、売上高１
３億７３００万円（前年同期比１３．２％増）、
営業利益２億５８００万円（同１９．９％増）、
最終利益２億７１００万円（同７０．２％増）
と引き続き最高業績を更新した。第２四半期
末に２５円の初配当を実施。
　保管検体数、売上高、各段階利益の全ての
項目で過去最高を更新、さい帯は培養上清液
を製造する「ファミリー上清」製造サービス
により保管率が５０％以上に高まった。さらに、
新プランを開始したことで平均単価が上昇、Ａ
ＳＥＡＮでの事業展開にも注力している。
　通期予想は売上高３０億円（前期比２０．
９％増）、営業利益６億円（同４５．０％増）、
最終利益５億円（同６０．８％増）と期初予
想を据え置いた。

　ｅＷｅＬＬ（５０３８）の２４年１２月期第
３四半期累計の単体決算は、売上高１８億６
００万円（前年同期比２４．１％増）、営業利
益８億２３００万円（同１６．２％増）、純利
益５億７９００万円（同２１．９％増）と大
幅増収増益で着地した。
　訪問看護報酬がプラス改定されるなど、事
業環境に追い風が吹くなか、ＡＩ訪問看護計画
を４月に先行リリースしたことで、主力サー
ビスの「ｉＢｏｗ」の利用が拡大、訪問看護
ステーション専用ファクタリングサービス「ｅ
‐レセ」の提供を開始したことも収益貢献した。
　通期は売上高２５億６０００万円（前期比
２３．７％増）、営業利益１１億１１００万円
（同２２．３％増）、純利益７億４９００万円（同
２２．３％増）と期初予想を据え置いた。期
末一括配当１１円を計画。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏

(

株
式
会
社

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代
表
取

締
役)

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
１
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
て
１
万
人
超
の
参
加
者
の

中
か
ら
優
勝
。
２
０
０
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
経
済
最
前
線
」
に
て
独
自
の
投
資
支
援
シ
ス
テ

ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
直
近
で
は
２
０
２
４
年
３
月
の
夕
刊
フ
ジ

主
催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス

ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、
月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く

執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投
資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。
h
t
t
p
:
/
/
m
a
r
k
e
t
b
a
n
k
.
j
p

米国に黄金時代到来?
トランプ氏の展望は実現可能

相
乗
効
果
で
高
成
長
を
期
待

オルツの日足チャート

　今、米国
で最も注目
されている
のが、トラ
ンプ次期新
政権の閣僚
人選だ。今

後の日米株式市場にも大きな影響を与えるだけ
に関心が高い。
　人選を見れば、トランプ氏に忠誠を尽くし、
「米国第一主義」を掲げるトランプ氏と考え方
が同じで、実力主義の保守強硬派タイプで固め
ていることが分かる。
　さらに、その人事は司法の領域にも及んでい
る。司法長官には共和党保守強硬派のマット・
ゲーツ下院議員が起用される。トランプ氏に忠
実なゲーツ氏を司法長官に据えることで、刑事
訴追を巡る主張などを通しやすくする狙いだ。
　米国は司法の最終判断を示す連邦最高裁も、
共和党に近い保守派が過半を占める。トランプ
新政権は大統領職と、立法の上下両院、司法の
４つの権力で大きな影響力を持つ「クアドラプ
ルレッド」となる。
　トランプ氏は閣僚人事と司法も味方に付け、
権力を行使する環境を整えた。トランプ第一主
義のワンマン体制を築き、力で政策を推し進め
る独裁体制ともいえる。閣僚人選で最大のキー
パーソンとなるのが、イーロン・マスク氏だ。
トランプ氏は「政府効率化省」のトップに起用

した。
マスク
氏は米
政府支
出２兆
ドル
（３１
２兆
円）削
減可能
と発言。
「官僚

主義の解体
や過剰な規
制の緩和、
無駄な支出
の削減」を
掲げている。
年間５００
０億ドル分
の歳出（約
７８兆円）
を削減する
と明らかに
した。
　また、通
商・産業政
策を担う商
務長官に実
業家のハワ
ード・ラト
ニック氏を指名した。高関税などを通
じて製造業の国内回帰を訴える強硬派
として知られる。保護主義的な通商政
策が強まりそうだ。外交トップの国務
長官にマルコ・ルビオ上院議員を起用
した。中国やイラン、キューバに対し
厳しい姿勢を示す強硬派として知られ
ている。
　アンチ中国で中国から入国禁止の制
裁を受けているほどだ。中国経済が疲
弊している中、さらに厳しい制裁が待
ち構えている。米国経済はトランプ減
税と官僚主義の解体や規制緩和の相乗
効果で高い成長が期待できる。トラン
プ氏が約束した「ＭＡＧＡ、アメリカ
を再び偉大にする」と、勝利宣言で述
べた「米国の黄金時代が到来する」と
いう展望を、大言壮語としてではなく、
実現可能なものとして、新トランプ政
権が来年から始動する。
潮流銘柄はオルツ（２６０Ａ）、タイミ
ー（２１５Ａ）、カバー（５２５３）。

http://www.marketbank.jp/
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物日足チャート

ドル円の日足チャート

ＮＹダウの日足チャート

ウクライナ問題も上値を重くしている

上
値
重
い
が
下
値
も
堅
い

反
応
薄
か
っ
た
エ

　
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
決
算

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
３
５
９
円
安
と
続
落
し
た
が
、

月
曜
日
の
寄
り
付
き
が
安
か
っ
た

た
め
週
足
で
は
陽
線
と
な
っ

た
。

　

注
目
の
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
の

決
算
は
事
前
の
予
想
を
上
回

っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
市
場

の
反
応
は
薄
か
っ
た
。
期
待
値
が

高
い
分
、
発
表
数
字
が
市
場
の
予

想
以
下
だ
と
大
き
く
売
ら
れ
る
可

能
性
も
あ
っ
た
が
、
今
回
は
混
乱

と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

だ
が
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
取
引
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
で
新
し
い
ミ
サ

イ
ル
が
発
射
さ
れ
る
と
売
り
で
反

応
し
て
い
る
よ
う
で
、
相
場
が
仕

掛
け
ら
れ
る
場
面
は
何
度

も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
３

万
８
０
０
０
円
台
を
割
れ

る
と
買
い
も
入
り
、
底
堅

さ
も
感
じ
ら
れ
る
展
開
で

あ
っ
た
。
チ
ャ
ー
ト
上
で

は
７
５
日
移
動
平
均
線

（
３
万
７
９
２
９
円
処
）

や
５
２
週
移
動
平
均
線

（
３
万
７
７
６
５
円
処
）

が
サ
ポ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
を
明
確

に
割
れ
て
来
な
い
ま
で
は

上
昇
ト
レ
ン
ド
継
続
と
い

え
よ
う
。

　

米
国
市
場
が
ト
ラ
ン
プ
次
期

大
統
領
へ
の
期
待
に
よ
り
堅
調
に

推
移
し
て
い
る
限
り
は
日
本
株
も

大
き
く
崩
れ
る
こ
と
は
無
い
と
思

わ
れ
「
上
値
は
重
い
が
下
値
も
堅

い
」
相
場
は
暫
く
続
く
と
思
わ
れ
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
が
新
た
な
局
面

を
迎
え
て
い
る
状
況
で
は
上
値
を

追
う
投
資
家
は
少
な
い
と
思
わ
れ
、

今
週
も
方
向
感
に
乏
し
い
展
開
と

な
ろ
う
。

　

下
値
メ
ド
と
し
は
７
５
日
移
動

平
均
線
（
３
万
７
９
２
９
円
処
）
、

５
２
週
移
動
平
均
線
（
３
万
７
７

６
５
円
処
）
、
週
足
の
一
目
均
衡
表

の
雲
の
上
限
（
３
万

７
５
２
７
円
処
）
が

挙
げ
ら
れ
よ
う
。
一
方
、

上
値
は
一
目
均
衡
表

の
日
足
雲
の
上
限
（
３

万
８
６
４
６
円
処
）
、

転
換
線
（
３
万
８
９

０
５
円
処
）
と
な
ろ
う
。

　

今
週
の
レ
ン
ジ
は

３
万
７
７
０
０
円
～

３
万
８
９
０
０
円
を

想
定
す
る
。　
　
　

　

 

　
　

（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、



12 第393号 2024年11月25日株 式 市 場 新 聞

記
者
の
視
点

相
場
見
通
し

３万８０００円維持で１２月に期待

キオクシア上場を意識

　

先
週
の
東
京

市
場
は
日
経
平

均
で
２
１
日
に

３
万
８
０
０
０

円
を
割
れ
る
場

面
が
あ
り
、
調

整
色
の
強
い
動

き
が
継
続
し
た
。

　

前
週
か
ら
は

ト
ラ
ン
プ
次
期

政
権
の
超
タ
カ

派
的
な
閣
僚
人

事
へ
の
警
戒
が

高
ま
っ
て
い
た

が
、
か
ね
て
よ

り
注
目
さ
れ
て
い
た
エ
ヌ
ビ
デ

ィ
ア
の
決
算
が
２
０
日

に
発
表
さ
れ
る
と
時
間

外
取
引
で
エ
ヌ
ビ
デ
ィ

ア
株
が
急
落
、
そ
れ
を

見
て
半
導
体
製
造
の
主

力
銘
柄
の
一
角
が
値
を

崩
す
動
き
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
フ

ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン

グ
（
９
９
８
３
）
な
ど

ア
パ
レ
ル
系
の
主
力
銘

柄
の
下
落
も
目
立
っ
て

い
た
。
残
暑
が
長
期
化

し
た
影
響
か
ら
、
各
社

と
も
軒
並
み
秋
商
戦
は

苦
戦
し
て
お
り
、
国
内
消
費

懸
念
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
つ
い
て
は

８
～
１
０
月
期
決
算
で
売
上

高
が
１
・
９
倍
、
最
終
利
益
は

２
・
１
倍
と
と
も
に
過
去
最
高

と
な
る
好
決
算
と
な
っ
た
が
、

決
算
発
表
前
に
先
回
り
で
買
っ

て
い
た
投
資
家
も
多
く
、
発
表

後
は
好
内
容
出
尽
く
し
の
動
き

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
翌
日
２

１
日
に
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
は
反
発

し
て
引
け
て
お
り
、
次
世
代
サ

ー
バ
ー
向
け
半
導
体
「
ブ
ラ
ッ

ク
ウ
ェ
ル
」
に
絡
む
次
な
る
材

料
待
ち
と
言
え
そ
う
だ
。

　

半
導
体
絡
み
で
は
２
１
日
に

半
導
体
メ
モ
リ
ー
大
手
の
キ
オ

ク
シ
ア
が
１
２
月
中
旬
に
上
場

す
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。
想

定
時
価
総
額
が
７
５
０
０
億
円

で
、
Ａ
Ｉ
向
け
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
需
要
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

キ
オ
ク
シ
ア
の
上
場
は
半
導
体

関
連
全
般
へ
の
株
価
刺
激
材
料

に
は
な
る
が
、
キ
オ
ク
シ
ア
株

購
入
へ
向
け
た
換
金
売
り
が
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
圧
迫
要
因
に
な
っ

て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
絡

む
地
政
学
リ
ス
ク
の
高
ま
り
も

懸
念
さ
れ
る
が
、
３
万
８
０
０

０
円
台
を
維
持
し
て
１
２
月
は

巻
き
返
し
を
期
待
し
た
い
。

　

今
週
は
２
９
日
か
ら
米
国
で

は
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ
デ
ー
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。
消
費
が
盛
り
上

が
り
を
見
せ
れ

ば
、
株
価
に
も

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
要

因
と
な
る
。

当面のスケジュール

 

・25日 10月全国百貨店売上高
　　　 独11月Ｉｆｏ景況感指数
・26日 10月企業向けサービス価格指数
　　　 米10月新築住宅販売件
　　　 11月6・7日開催のＦＯＭＣ議事録
・27日 米10月個人所得・個人支出・デフレ
　　　 ーター
・28日 政府、臨時国会召集(会期は12/21ま
　　　 で)
　　　 休場：米(米感謝祭)
・29日 10月失業率・有効求人倍率、11月東
　　　 京都区部消費者物価
　　　 10月鉱工業生産、10月商業動態統計
　　　 11月消費動向調査
　　　 ブラックフライデー(米年末商戦開
　　　 始)
・30日 中国11月コンポジットＰＭＩ、中国
　　　 11月製造業ＰＭＩ、中国11月非製造
　　　 業ＰＭＩ
・２日 7-9月期法人企業統計
　　　 中国11月Ｃａｉｘｉｎ製造業ＰＭＩ
　　　 米11月ＩＳＭ製造業景況指数
　　　 サイバーマンデー
・３日 11月マネタリーベース
・４日 米11月ＡＤＰ雇用統計
　　　 米11月ＩＳＭ非製造業景況指数
　　　 ベージュブック(米地区連銀経済報
　　　 告)
・５日 米10月貿易収
・６日 10月毎月勤労統計調査、10月家計調
　　　 査
　　　 10月景気動向指数
　　　 米11月雇用統計

編 

集 

後 

記

　

エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
を
リ
ー
ド
役

に
し
た
半
導
体
関
連
株
相
場
は

い
つ
ま
で
続
く
の
だ
ろ
う
か
。

８
～
１
０
月
期
決
算
は
予
想
を

上
回
っ
た
も
の
の
株
価
は
下
落
、

た
だ
、
新
製
品
へ
の
期
待
が
強

く
下
値
は
限
ら
れ
た
。
ブ
ラ
ッ

ク
ル
ウ
ェ
の
需
要
は
今
四
半
期

で
数
十
億
ド
ル
と
大
き
く
、
今

後
数
四
半
期
は
供
給
能
力
を
超

え
る
状
況
が
続
く
と
い
う
。
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
が
次
々
に
生
ま
れ
、
最
新
設

備
へ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
更
新

需
要
が
発
生
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｉ
サ
ー
バ
ー
向
け
光
フ
ァ

イ
バ
ー
需
要
期
待
か
ら
電
線
株

が
関
心
を
集
め
た
が
、
ま
だ
関

連
銘
柄
探
し
が
続
く
の
だ
ろ
う
。

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


